
 

令和８年２月２７日 第１１号 学校ホームページも随時更新中！

卒業を控えた８名の皆さんへ 
「全力を尽くせ！！無限の可能性を開花させろ！」 
                                                                    校 長  梶原  大 

 ３年生のみなさんへ。３月の学校だよりは皆さんに向けた学校だよりを出すことができないので、この
２月号で皆さんへのメッセージをお伝えいたします。 

 この文章は卒業文集にも載せてもらっていますが、１・２年生の皆さんにも読んでもらいたくて、あえ
て今回掲載しました。１年後、２年後に皆さんも同じ状況になりますから、皆さんも今から無限の可能性
を開花させてほしいです。 

 保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご支援を賜り、心より感謝
申し上げます。１月１５日（木）に２４名全員が登校してスタートした３学期ですが、おかげを持ちまし
て、今年度も残すところわずか（登校日数 ３年生１０日間、１・２年生１６日間）となりました。３月
の卒業証書授与式そして、修了式にむけて、職員一同最後まで全力を尽くしていきますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。 

３年生の皆さん卒業が間近ですね。公立高校入試が終わっていないので、まだまだ気を抜くことがで

きませんが、３月１３日（金）で９年間の義務教育が終了します。中学校３年間はどうだったでしょう

か？この３年間でずいぶん成長したことでしょう。 

ところで自分の成長を自分で理解していますか？身長、体重は目に見えて分かるものだと思います

が、外見ではない「内面の成長」がどれくらいあったでしょうか？その成長を理解することが、中学校

を卒業することでもあると思います。そしてみんなはまだ若い！成長する伸びしろはまだまだまだある

のです。この３年間で自分はどのように成長したか、卒業する日を迎え、もう一度よく考えてほしいで

す。そして次のステップに向けて自分は「どのように成長したいのか？」言い換えると「どういう人間

に成長したいのか？」それをはっきり持つことです。具体的には「目標をもつこと」です。「目標を持

っている人は強い！」そして、「みんなの可能性は無限大だ」ということです。なりたい自分になれる

可能性があるのは今のうちだけです。今年５５歳になる私は、今からどんなに頑張ってもオリンピック

選手にはなれないでしょう。しかし、皆さんにはその可能性が十分にあります。金メダルだって狙える

状況にあるのです。今の皆さんにとって、可能性は無限大で、平等にその可能性があります。ただ、そ

の無限の可能性が平等にあるとしても、それを開花させるのは平等には訪れません。その可能性を開花

させるのは『自分自身』でしかないのです。もちろん周りの環境やサポートが必要ですが、やはり『自

分自身』で何とかしていこうとするかどうかにかかっているんです。 

 少し難しい話になったので、話を変えます。みなさんは上級学校へ進学すると思いますが、高校生活

は中学校生活とは違う『楽しさ』があります。そして、今まで制限があってできなかったことができる

年齢にもなります。アルバイト（勤労）もできるし、車の免許だって高校の許可があれば取得も可能で

す。義務教育を卒業して自ら進む進路ですから、高校で頑張るのも、頑張らないのも、卒業するのも、

中退するのも、自分が選択してできるのです。そういった意味では、自分次第で『楽しいもの』または

『無意味なもの』に変えることができると思います。 

 次のステップを思う存分楽しんでください。そして、大いに自分の可能性を開花させてください。 

１５歳の春バンザ～イ。うらやましいなぁ～。 



第３回いじめアンケートより 

学校では、いじめを見逃すことなく早期の対応をするために、定期的に「いじめアンケート」を行っています。1

月に実施したいじめアンケートからは、新たないじめの事実は見つかりませんでした。しかしながら、アンケートの

みですべてを把握できるものではありません。今後も、「島牧中学校いじめ防止基本方針」をもとに、「いじめは絶対

に許さない」を徹底して、いじめの未然防止・早期発見・適切な指導を行っていきます。また、いじめに関わらず、

生徒が嫌な思いをしたり悩んだりしたときに、自分で抱え込まずに誰かに相談できることがとても大切です。学校で

は、「悩んだときには誰かに助けを求めよう」と生徒に指導しています。ご家庭でもご理解・ご協力のほど、よろし

くお願いします。 


